

















































イギリスの人類学者のルイス（Ioan Myrddin Lewis 
2018 年 12 月 21 日掲載承認
シャーマニズム研究の現在
─日本と雲南の調査研究を手掛かりとして─
‘Current research on shamanism’ : Research of Japan and Yunnan as a clue






ル イ ス の 理 論 は， マ レ ッ ト（Robert Ranulph 
Marett, 1866-1943）の弟子としてシベリア研究に取
り 組 ん だ ツ ァ プ リ カ（Maria Antonina Czaplicka, 
1884-1921）と，マレットを通じて世界に知られる







こ と を 知 っ た。 ツ ァ プ リ カ の 著 書（“Aboriginal 
Siberia”, 1914） と シ ロ コ ゴ ロ フ の 著 書（“The 







イロ（Melford Elliot Spiro 1920-2014）のビルマ（現ミャ








































































































































































































































































































































































































































































































































































































































使用されるのは，精霊の憑霊 spirit possession と




































霊の統御者 masters of spirits」の理解である。こ
のことを，ルイスは「ツングースの人達は，人が
精霊により憑霊される a person possessed by a spir-
it（思わず，非自発的に involuntarily）ことと，精霊
















































































































































































民族文化研究』第 17-18 号，2018-19 年）の論点を要約し，
さらに追加したために，重復する箇所が多々あることをお
断りしておきます。参考とした文献は下記のとおりである。
⑴ Percival Lowell, "Occult Japan ; or The Way of The 








⑷ Mircea Eliade, “La Chamanisme et les Techniques 












⑺ Joseph Francis Charles Rock, “Contributions to the 
shamanism of the Tibetan-Chinese borderland.” An-
thropos, 1959, pp.796 -818.（「チベット - 中国国境の
シャーマニズムへの貢献」）。拙論，2018-9 参照下さい。







族文化学会編『アジア民族文化研究』第 14 号， pp.63-
114, 2015）。
⑽ Raymond William Firth, ‘Shamanism’ “A Dictionary 
of The Social Sciences” 1964. pp.638-639.




岳修験』第 53 号，pp.1-16. 2014）。
⑿ Melford Elliot Spiro, "Burmese Supernaturalism: A 
Study in the Explanation and Resolution of Suffer-
ing." Englewood Cliffs, N.J.: Prentice-Hall. 1967.
追記　間もなく「平成」の時代か終わる。この三十年を振
り返って思うことは，日本経済の絶頂期に，長く閉じられ
てきた東南アジアや中国雲南のフィールドが開放され，経
済的にも比較的安い費用でフィールドワークができたこと
は幸運であった。何よりも，開放間もないフィールドは日
本の古代社会と文化を今に残したような世界であった。人
類学を志す者にとってはキラキラと輝き，心躍る絶好の
フィールドでもあった。山田直巳先生には「アジア民族文
化学会」を通じて親しくご交際を頂き，日本に限らず，雲
南の大理や麗江，杭州での河姆渡遺跡の見学，特に日本仏
教に多大な影響を与えた天台山や天童山，観音信仰の聖地
普陀山などの見学にもご案内頂くなど，忘れ難い思い出と
なりました。日頃から先生とご交際頂く中で，寛大なお心
に接して，自らを反省させられることも度々でした。心よ
り深く感謝申し上げます。人生百歳の時代，これまでのご
研究をさらに集大成されますよう，お元気で益々のご活躍
を祈念致します。
